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【一般講演4】 第10席 朱丹溪の鍼灸

大阪 三浦 喬

朱丹渓（1281～1358）は名を震亨、字を彦脩といい、後に丹渓先生と称された。

所謂、金元四大家の一人であり、「相火論」を展開し、「陽有余、陰不足」を主張し、「陰を補えば、火

自ら降りる」として滋陰降下の剤を盛んに用いたため、「養陰派」と称される。著書に『格致余論』『局方

発揮』『傷寒論弁疑』『本草衍義補遺』『外科精要発揮』等が有る。後代への影響は極めて大きく、門人等

により丹渓の名を冠した医書が編纂された。日本においても江戸前期に『格致余論』『局方発揮』が何度

も重刊され、多くの注解書が著された。丹渓の展開した医学理論の検討は、中国元明代の医学や、日本江

戸前期の医学を知る上で有益である。

朱丹溪の著作は、いずれも病機や脈法、処方を述べたものであるが、鍼灸条文も見られ、元代後期の医

家による鍼灸施術のありかたをうかがうことができる。よって今回の発表では、『格致余論』『局方発揮』

『本草衍義補遺』の三書を対象に、書中に見える鍼灸条文と、穴名を調査し、丹渓の鍼灸について検討を

加える。
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